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動物遺伝育種学分野 

 本研究分野では，家畜･家禽の育種改良を目的として，より高度な育種戦略を構築するために遺伝生化学分野と

統計遺伝学分野の観点から教育･研究を行っている． 遺伝生化学分野では，DNAの多型マーカーを利用した遺伝
子地図の構築や育種戦略の実際，家畜・家禽の遺伝資源としての遺伝的評価と多様性の研究，育種改良に貢献す

る発現遺伝子の探索とその機能について研究を行っている．主としている研究課題は5つの課題，「ウシの経済形
質にかかわる遺伝子およびタンパク質の発現解析」「DNA マーカーを用いた牛の品種鑑別」「日本ウズラの連鎖
地図構築」「ニワトリ筋ジストロフィー原因遺伝子の探求」「遺伝解析による家畜牛と家畜山羊の多様性と起源」

についてである．統計遺伝学分野では，量的形質の遺伝的パラメータの推定と遺伝的評価法および選抜・交配シ

ステムの最適化に関する研究，さらにはわが国固有の肉用種である黒毛和種の集団構造の遺伝的解析を実施し、

生物多様性のなかの種内の遺伝的多様性維持にかかわる理論的検討を進めている．本年度は，集団の有効サイズ

や近交係数の歴史的変遷，自然選択を強く受ける繁殖能力や母性能力の育種改良の可能性について研究を実施し

た．本分野の主要な成果は以下の通りである． 
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3. 博士，修士号取得者の氏名および論文題名 
博士（平成16年3月） 
本多 健：Studies on Conservation of Genetic Diversity 

in the Population of Japanese Black Cattle 

笹崎晋史：AFLP 法によるゲノムスキャニングと牛
の育種 

松岡康浩：乳に存在する生理活性物質に関する研究

修士（平成16年3月） 
出野直樹：黒毛和種の遺伝的多様性の維持に寄与す
る系統の評価法 

今田哲平：DNAマーカーによるウシ品種鑑定技術の
確立 

落合亜矢子：卵用鶏選抜系統における経済形質に関
わるmajor geneの検索と利用 

菊地真一：発現解析によるニワトリ筋ジストロフィ
ー原因遺伝子の探索 

 

 
定平雅之：黒毛和種の産肉能力特性と経済的重要度
に関する研究 

西川隆清：黒毛和種における外貌諸形質の選抜指標
としての有効性に関する研究 

野島正成：黒毛和種集団における最適な選抜・交配
システムの確立に関する研究 

藤間大介：ニホンウズラ染色体地図の作成 
 
 

４．その他の学術研究活動 
研究助成金 
若手研究(B) 万年英之：ニホンウズラにおける遺伝

連鎖地図と比較染色体地図の作製 

基盤研究(B) (2) 並河鷹夫，岡本 新，野村こう，山

縣高宏，西堀正英，万年英之，黒澤弥悦：カン

ボジアにおける在来家畜及び近縁野生種の遺伝

学的調査研究 

共同研究費 辻 荘一，万年英之：SNPsによる黒毛

和種とホルスタイン種と黒毛和種の第一代交雑

種の品種鑑定技術の開発 

受託研究費 辻 荘一，万年英之：ウシ品種識別技

術の開発 

受託研究費 辻 荘一，向井文雄，万年英之：黒毛

和種種雄牛のセレクテイブ・ジェノタイピング

による評価 

受託研究費 向井文雄：鳥取県内黒毛和種の遺伝分

析に関する研究 

受託研究費 向井文雄：QTL を用いた選抜から

期待される肉用牛の育種効率の定量的評

価 

受託研究費 向井文雄：但馬牛新系統造成にかか

わる研究 

奨学寄附金 向井文雄：黒毛和種の繁殖能力の遺伝



的評価と選抜法に関する研究 

受託研究費 万年英之：牛品種間において発現量を

異にする筋組織遺伝子の解析 

受託研究費 万年英之，辻 荘一：ウシ品種鑑定技

術の完成を目指した簡易・迅速・低廉性を条件

とする分析技術の比較検討 

受託研究費 万年英之：国産牛肉と豪州産牛肉の識

別を目的としたインド系牛（Bos indicus）に特

異的なDNAマーカーの開発 

受託研究費 万年英之：ウシ品種識別技術の開発 

奨学寄付金 万年英之：ウシ品種間における筋肉タ

ンパク質のプロテオームマップの比較 

奨学寄付金 万年英之：全国和牛登録協会宮崎県支

部 

奨学寄付金 万年英之：全国和牛登録協会 

 
学外研究機関との共同研究

全国和牛登録協会：向井文雄：和牛の育種値評価に
関する研究 

独立行政法人農業生物資源研究所：辻荘一・万年英
之：牛品種鑑定法の開発 

財団法人日本生物科学研究所：万年英之：家禽にお
ける筋ジストロフィー原因遺伝子の探索 

 

 
学会活動 
日本畜産学会代議員：向井文雄 
関西畜産学会副会長：向井文雄 
関西畜産学会評議員：向井文雄 

日本動物遺伝育種学会理事：万年英之 
関西畜産学会評議員：万年英之 
在来家畜研究会幹事：万年英之 

 
特許 
辻 荘一，万年英之，谷口雅章. ステアロイールCoA
デサチュラーゼの遺伝子型に基づき、牛肉の風
味や食感の良さ等を判定する方法. 特許第
3619833号 

辻 荘一，万年英之. ウシの品種の鑑別方法. 特願
2004-26987.  

辻 荘一，万年英之. 肉質に関する牛の選別方法. 特
願2003-373163. 

辻 荘一，万年英之.牛肉の風味や食感の良さ等に関
する遺伝子判定法. 特願2005-28384. 

 

 
 
 
生殖生物学・発生工学分野 
 生殖生物学・発生工学分野では家畜の生殖細胞に関する下記の3テーマを中心に研究を継続した。本年度の主

要な研究成果は以下のとおりである。１）哺乳動物卵母細胞の活性化ならびにその後の発生能力：活性化の方法，

活性化後の卵母細胞の変化，核膜タンパク質の集合パターン，ならびに発生特性について，物質や精子を卵母細

胞に注入，あるいは外部から刺激を与えることによって調べている。２）哺乳類の卵母細胞は第一減数分裂を休

止したままの状態で最終の大きさへと発育し，ホルモンの刺激を受けて減数分裂を再開して第二減数分裂中期へ

と成熟したのち，受精する。卵母細胞の発育・成熟制御機構，またこの過程で起こるクロマチン・染色体の凝縮・

脱凝縮・分離に関わる分子機構に関して研究を進めている。３）家畜精子の受精現象を制御する細胞内シグナリ

ング：精子での受精能力発現に関与するcAMPタンパク質リン酸化シグナリングにおいて機能する非受容体型チ

ロシンキナーゼ（ブタ精子Syk）をすべての動物種を通してはじめて明らかにした。またこの精子Sykは，体細

胞での場合と異なる特殊な機構により活性化されることを指摘するとともに，Sykのターゲット分子がホスホリ

パーゼCgamma1であることを見出した。他方，黒毛和種雄ウシにおける繁殖能力評価法の開発を試み，cAMP

依存的リン酸化精子タンパク質の定量法に加えて，クロロテトラサイクリン蛍光染色法による精子受精能力発現

状態の解析が有効であることを示唆した。 
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Kagawa, N., Sakurai, Y., Miyano, T. and Manabe, N. 
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formation but not for change in the activities of 
CDK1 and MAP kinase during maturation and 
fertilization of pig oocytes, Dev. Biol., Vol. 286, pp. 
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Senbon, S., Ishii, K., Fukumi, Y. and Miyano, T. (2005): 
Fertilization and development of bovine oocytes 
grown in female SCID mice, Zygote, Vol. 13, 
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Toyokawa, K., Harayama, H. and Miyake, M. (2005): 
Exogenous hyaluronic acid enhances porcine 
parthenogenetic embryo development in vitro 
possibly mediated by CD44, Theriogenology, Vol. 64, 
pp. 378-392 

Wakayama, S., Kishigami, S., Thuan, N.V., Ohta, H., 
Hikichi, T., Mizutani, E., Yanagimachi, R. and 
Wakayama, T. (2005): Propagation of an infertile 
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nuclear transfer and embryonic stem cell technology, 
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Wakayama, S., Mizutani, E., Kishigami, S., Thuan, N.V., 
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Wakayama, S., Ohta, H., Kishigami, S., Nguyen, V.T., 
Hikichi, T., Mizutani, E., Miyake, M. and Wakayama, 
T. (2005): Establishment of male and female nuclear 
transfer embryonic stem cell lines from different 
mouse strains and tissues, Biol. Reprod., Vol. 72, pp. 
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Harayama, H. and Miyake, M. A cyclic adenosine 
3',5'-monophosphate-dependent protein kinase C 
activation is involved in the hyperactivation of boar 
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その他の学術論文等 

 

Miyano, T. (2003): Bringing up small oocytes to eggs in 
pigs and cows, Theriogenology, Vol. 59, pp. 61-72 

Senbon, S., Hirao, Y. and Miyano, T. (2003): Interactions 
between the oocyte and surrounding somatic cells in 
follicular development: Lessons from in vitro culture, 
J. Reprod. Dev., Vol. 49, pp. 259-269 

Kren, R., Kikuchi, K., Miyano, T., Ogushi, S., Nagai, T., 
Fulka, J. and Fulka, J.Jr. (2003): Intracytoplasmic 
sperm injection in the pig: Where is the problem?, J. 
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Miyano, T., Lee, J. and Fulka J.Jr. (2003): G2/M transition 
of pig oocytes: How oocytes initiate maturation?, 
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Miyano, T. and Hirao, Y. (2003): In vitro growth of 

oocytes from domestic species, J. Mamm. Ova Res., 
Vol. 20, pp. 78-85 

宮野 隆（2003）卵胞の初期発達と卵母細胞の発育，
日本生殖内分泌学雑誌，Vol. 8，pp. 31-33 

宮野 隆（2003）卵巣内の小さな卵母細胞から成熟
卵を作る，サイエンティスト，Vol. 2，pp. 2-11 

Tamura, M., Nakagawa, Y., Shimizu, H., Yamada, N., 
Miyano, T. and Miyazaki, H. (2004): Cellular 
functions of mitogen-activated protein kinases and 
protein tyrosine phosphatases in ovarian granulosa 



cells, J. Reprod. Dev., Vol. 50, pp. 47-55 
Manabe, N., Goto, Y., Matsuda-Minehata, F., Inoue, N., 

Maeda, A., Sakamaki, K. and Miyano, T. (2004): 
Regulation mechanism of selective atresia in porcine 
follicles: regulation of granulosa cell apoptosis during 
atresia, J. Reprod. Dev., Vol. 50, pp. 493-514 

原山 洋，黒田 顕（2005）: 精子リン酸化タンパ
ク質の定量解析による黒毛和種雄ウシの生殖能
力簡易評価法，平成16年度食肉に関する助成研
究調査成果報告書，Vol. 23, pp. 39-44 

Miyano, T. (2005): In vitro growth of mammalian oocytes, 
J. Reprod. Dev., Vol. 51, pp. 169-176 

  
2. 学術講演  
Moniruzzaman, M., Sakamaki, K.O., Akazawa, Y. and 

Miyano, T. (2005.1): Oocyte survival and follicular 
development in Fas-knockout and Kit-deficient 
double mutant mice, 31st Annual Conference of the 
International Embryo Transfer Society, Reprod, Fertil. 
Dev., Vol. 17, pp. 254 (Copenhagen, Denmark) 

李 智博，宮野 隆，三宅正史（2005.3）：マウス
卵母細胞の第一減数分裂におけるSecurinの過
剰発現は染色体腕部のRec8の消失を阻害する，
日本畜産学会第104回大会講演要旨集 pp. 127
（東京） 

大串素雅子，Fulka Josef Jr., 宮野 隆（2005.3）：
ブタ脱核小体卵母細胞の成熟と受精後の前核形
成，日本畜産学会第104回大会講演要旨集 pp. 
127（東京） 

植戸 登，若山照彦，Bui Hong Thuy，宮野 隆
（2005.3）：GV期のブタ卵母細胞に顕微注入さ
れた細胞の微小管伸張とヒストン修飾の変化，
日本畜産学会第104回大会講演要旨集 pp. 127
（東京） 

原山 洋，三宅正史，村瀬哲磨（2005.3）：ブタ精
子のcAMP依存的チロシンキナーゼによるホス
ホリパーゼCγ1の活性化，日本畜産学会第104
回大会講演要旨集 pp. 124（東京） 

岩佐知佳，原山 洋（2005.3）：マウス精子におけ
るcAMPシグナリング経路の解析，日本畜産学
会第104回大会講演要旨集 pp. 124（東京） 

Lee, J. (2005.3): The differences between mitosis and 
meiosis Metaphase I-to-metaphase II transition in 
mammalian oocytes, 東大分生研セミナー（東京） 

Harayama, H. (2005.6): A cyclic AMP-dependent tyrosine 
phosphorylation of phospholipase C in boar 
spermatozoa, 8th International Congress of 
Andrology, Int. J. Androl., Vol. 28(Suppl. 1), pp. 78 
(Seoul, Korea) 

Kuroda, K. and Harayama, H. (2005.6): Low progressive 
motility, low PKA activity and premature 
capacitation of frozen-thawed spermatozoa from 
subfertile bulls, 8th International Congress of 
Andrology, Int. J. Androl., Vol. 28(Suppl. 1), pp. 79 
(Seoul, Korea) 

Ogushi, S., Palmieri, C., Miyano, T. and Fulka, J.Jr. 
(2005.7): Maturation and fertilization of pig 
enucleolated oocytes, 38th Annual Meeting of the 
Society for the Study of Reproduction, Biol. Reprod., 
2005 special issue, pp. 101 (Quebec, Canada) 

Wakayama, S., Senda, S., Hikichi, T., Kishigami, S., 
Mizutani, E., Thuan, N., Ohta, H., Miyake, M., Shiota, 

K.. and Wakayama, T. (2005.7): Normality of nuclear 
transfer embryonic stem cell lines derived from adult 
somatic cells, 38th Annual Meeting of the Society for 
the Study of Reproduction, Biol. Reprod., 2005 
special issue, pp. 90 (Quebec, Canada) 

宮野 隆（2005,8）：家畜卵母細胞の体外発育，第12
回日本胚移植研究会大会，講演要旨集 pp. 9（奈
良） 

大串素雅子，宮野 隆，Fulka Josef Jr.（2005.9）：
成熟および受精過程におけるブタ卵母細胞の核
小体の消失・形成の制御，日本畜産学会第 105
回大会，講演要旨集 pp. 11（札幌） 

李 智博，宮野 隆，三宅正史（2005.9）：マウス
卵母細胞の成熟過程における Cdc20 と Cdh1
の発現解析，日本畜産学会第105回大会，講演
要旨集 pp. 71 （札幌） 

Binh Nguyen-Thanh, Nguyen Van Thuan, 三
宅正史（2005.9）：体外成熟ブタ卵母細胞のGSH
濃度が ICSI 後の受精能ならびに発生能に及ぼ
す影響，第 98 回日本繁殖生物学会大会，J. 
Reprod. Dev., Vol. 51(Suppl.), pp. j55（静岡） 

萩野 輝，宮野 隆（2005.9）：ブタ卵母細胞の成
熟過程におけるリボソームタンパク質 S6 のリ
ン酸化とMAPK経路の活性化，第98回日本繁
殖生物学会大会，J. Reprod. Dev., Vol. 
51(Suppl.), pp. j60（静岡） 

高城明日香，岩田尚孝，伊藤麻里，葛西真弓，門司
恭典（2005.9）：卵胞液添加培地を用いたブタ発
育途上卵母細胞の体外発育培養，第98回日本繁
殖生物学会大会，J. Reprod. Dev., Vol. 
51(Suppl.), pp. j66（静岡） 

若山清香，岸上哲士，Nguyen Van Thuan，大田 浩，
引地貴亮，水谷英二，Bui Hong Thuy，三宅正
史，若山照彦（2005.9）：細胞質量がマウス卵子
の発生能に及ぼす影響について，第98回日本繁
殖生物学会大会，J. Reprod. Dev., Vol. 
51(Suppl.), pp. j71（静岡） 

田手俊輔，設楽 修，原山 洋（2005.9）：ブタ精
子頭部におけるcAMP依存性細胞内カルシウム
濃度上昇に及ぼすPKA阻害剤の影響，第98回
日本繁殖生物学会大会，J. Reprod. Dev., Vol. 
51(Suppl.), pp. j89（静岡） 

水谷英二，大田 浩，岸上哲士，Nguyen Van Thuan，
引地貴亮， Bui Hong Thuy，若山清香，佐藤
英明，若山照彦（2005.9）：神経幹細胞核移植に
よるクローンマウス作出，第98回日本繁殖生物
学会大会，J. Reprod. Dev., Vol. 51(Suppl.), 
pp. j102（静岡） 



矢澤健一，菊池和弘，小沢 学，木村隼人，三宅正
史，葛西孫三郎，枝重圭祐（2005.9）：ブタ体外
受精胚における拡大胞盤期での膜透過性の向上，
第 98 回日本繁殖生物学会大会，J. Reprod. 
Dev., Vol. 51(Suppl.), pp. j107（静岡） 

許 尚丹，木村隼人，三宅正史（2005.9）：ブタ卵
母細胞の体外成熟条件が活性化後の発生能力に
及ぼす影響，第98回日本繁殖生物学会大会，J. 
Reprod. Dev., Vol. 51(Suppl.), pp. j115（静
岡） 

Nguyen V.T., Wakayama, S., Kishigami, S., Ohta, H., 
Hikichi, T., Mizutani, E., Bui, H.-T. and Wakayama, 
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51(Suppl.), pp. j116（静岡） 

包 栄梅，山坂恵里子，浜脇 淳，吉川基一，宮野 
隆（2005.9）：ウシ二次卵胞のガラス化保存後の
生存性に及ぼすガラス化保存液処理の影響，第
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Reprod. Dev., Vol. 51(Suppl.), pp. j120（静
岡） 

Miyano, T. (2005.9): Artificial oocyte growth in domestic 
species, the 4th Symposium of the Society for 
Biology of Reproduction and Joint Polish-Japanese 
Seminar, Book of Abstract pp. 38 (Kraków, Poland) 

Moniruzzaman, M. and Miyano, T. (2005.9): Growth of 
primordial oocytes from adult and newborn pigs in 
xenografts, the 4th Symposium of the Society for 
Biology of Reproduction and Joint Polish-Japanese 
Seminar, Book of Abstract pp. 48 (Kraków, Poland)  

Miyano, T. and Moniruzzaman, M. (2005.10): Growth of 
oocytes from domestic animals in culture and in 
xenograft, Workshop on Mammalian Oogenesis & 
Epigenetic Modification, Abstract pp. 18-19 
(Kisarazu) 

萩野 輝，宮野 隆（2005.9）：ブタ卵母細胞の成
熟過程におけるリボソームタンパク質 S6 のリ
ン酸化とCdc2キナーゼの活性化，平成17年度
（第55回）関西畜産学会大会，関西畜産学会報
Vol. 157, pp. 20（松山） 

足立 淳，田手俊輔，原山 洋，三宅正史（2005.9）：
ブタ精子の後帽部におけるcAMP依存的な糖鎖
およびリン酸化タンパク質の変化，平成17年度
（第55回）関西畜産学会大会，関西畜産学会報
Vol. 157, pp. 20（松山） 

Ogushi, S., Palmieri, C., Miyano, T. and Fulka, J.Jr. 
(2005.11): Maternal contribution of the nucleolus to 
the zygote, International Symposium on Germ Cells, 
Epigenetics, Reprogramming and Embryonic Stem 
Cells, Abstract pp. 71 (Kyoto) 

Wakayama, S., Kishigami, S., Thuan, N.V., Ohta, H., 
Hikichi, T., Mizutani, E. Miyake, M. and Wakayama, 
T. (2005.11): An application of ntES technology for 
reservation of mouse genetic resources without 
gamete cell, International Symposium on Germ Cells, 
Epigenetics, Reprogramming and Embryonic Stem 
Cells, Abstract pp. 168 (Kyoto) 

Fulka, H., Ogushi, S. and Fulka, J.Jr. (2005.11): 
Remodeling of paternal chromatin in mammalian 
zygotes, International Symposium on Germ Cells, 
Epigenetics, Reprogramming and Embryonic Stem 
Cells, Abstract pp. 120 (Kyoto) 

Hagino, A. and Miyano, T. (2005.11): Phosphorylation of 
ribosomal protein S6 is involved in Cdc2 kinase and 
MAPK activation during pig oocyte maturation, 
Kobe University The 21st Century COE Program 
Symposium: Japan-Taiwan Symposium on Cell 
Signaling and Gene Expression, Program and 
Abstract, pp. 17 (Kobe) 

Kuroda, K. and Harayama, H. (2005.11): Low progressive 
motility and premature expression of fertilizing ability 
of frozen-thawed spermatozoa from subfertile 
Japanese Black cattle, Kobe University The 21st 
Century COE Program Symposium: Japan-Taiwan 
Symposium on Cell Signaling and Gene Expression, 
Program and Abstract, pp. 18 (Kobe) 

Moniruzzaman, M. and Miyano, T. (2005.11): Growth of 
primordial oocytes from adult and newborn pigs in 
xenografts, Kobe University The 21st Century COE 
Program Symposium: Japan-Taiwan Symposium on 
Cell Signaling and Gene Expression, Program and 
Abstract, pp. 19 (Kobe) 

Bui, H.-T., Nguyen V.T., Wakayama, T. and Miyano, T. 
(2005.11): Regulation of chromosome morphology 
by histone modifications in pig oocytes, The 2nd Asian 
Reproductive Biotechnology Conference, Abstract pp. 
32 (Bangkok, Thailand) 

Wakayama, S., Kishigami, S., Thuan, N.V., Ohta, H., 
Hikichi, T., Mizutani, E. Miyake, M. and Wakayama, 
T. (2005.11): An application of ntES technology for 
reservation of mouse genetic resources without 
gamete cell, The 2nd Asian Reproductive 
Biotechnology Conference, Abstract pp. 155 
(Bangkok, Thailand) 

Miyano, T., Moniruzzaman, M. and Manabe, N. 
(2005.11): Bringing up small oocytes from farm 
animals, The 2nd Asian Reproductive Biotechnology 
Conference, Abstract pp. 45-50 (Bangkok, Thailand) 

Miyake, M. (2005.11): Parthenogenetic activation in the 
pig and cattle, The 2nd Asian Reproductive 
Biotechnology Conference, Abstract pp. 118-123 
(Bangkok, Thailand) 

Kishigami, S., Thuan, N.V., Hikichi, T., Ohta, H., 
Wakayama, S., Mizutani, E. and Wakayama, T. 
(2005.11): Epigenetic abnormalities of the mouse 
paternal zygotic genome associated with 
microinsemination of round spermatids, The 2nd 



Asian Reproductive Biotechnology Conference, 
Abstract pp. 124-127 (Bangkok, Thailand) 

Thuan, N.V., Wakayama, S., Kishigami, S. and 
Wakayama, T. (2005.11): New preservation method 
for mouse spermatozoa without freezing, The 2nd 
Asian Reproductive Biotechnology Conference, 
Abstract pp. 128-132 (Bangkok, Thailand) 

Mizutani, E., Ohta, H., Kishigami, S., Thuan, N.V., 
Hikichi, T., Wakayama, S., Sato, E. and Wakayama, 

T. (2005.11): Cloned mice from neural stem cell 
nuclei, The 2nd Asian Reproductive Biotechnology 
Conference, Abstract pp. 169 (Bangkok, Thailand) 

李 智博，宮野 隆，三宅正史（2005.12）：哺乳類
第一減数分裂後期の進行にはAPCcdc20が必要で
ある，第28回日本分子生物学会年会，ワークシ
ョップ 減数分裂の仕組み-体細胞分裂との共
通性と特殊性- 講演要旨集pp.57（福岡） 

  
3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名  
修士（平成17年3月） 
植戸 登：ブタ卵母細胞に顕微注入された細胞核の
変化と微小管形成 

木村隼人：グルコースがブタ単為発生２倍体の胚盤
胞形成に及ぼす影響 

許 尚丹：ブタ卵母細胞の体外成熟条件が活性化後
の発生に及ぼす影響 

岩佐知佳：Characterization of cAMP signaling 
cascades in mouse spermatozoa 

 
博士（平成17年3月） 
Hong Thuy, Bui：Regulation of chromosome 

morphology by histone modifications in 
pig oocytes 

  
4. その他の学術研究活動学術講演会 
Yoon, S.-J. (Molecular Reproductive Physiology Lab., 

CHA General Hospital, Korea)(2005年1月，神戸
大学遺伝子実験センター)：Identification of 
differential gene expression during oocyte maturation 
by ACP technology: Role of Mor2 in oocyte 
maturation and embryogenesis by using RNA 
interference 

Nguyen, V.T. (Laboratory of Genomic Reprogramming, 
Center for Developmental Biology, RIKEN, 
Kobe)(2005年 1月，神戸大学遺伝子実験センタ
ー)：Histone H3-modifications in preimplantation 
development of mouse embryo with different 
proportions of maternal and paternal genome 

第42回神戸バイオサイエンス研究会（2005年4月，
神戸大学医学部）司会：宮野 隆 
演題 1. 原山 洋：哺乳類精子の受精を制御する
cAMP 依存性タンパク質チロシンリン酸化反
応 

演題2. Nguyen, Van Thuan（理化学研究所神戸研究
所発生・再生科学総合研究センター）：A novel 
method for long-term preservation of mouse 
spermatozoa without freezing 

Mitalipova, M. (University of Georgia-Athens)(2005年4
月，神戸大学遺伝子実験センター)：Maintaining 
genetic integrity of human ES cell 

Sakakibara, K. (2005年5月，理化学研究所神戸研究所
発生・再生科学総合研究センター)：Roles of 
Uroplakin III , a novel substrate of Src tyrosine kinase, 
in Xenopus egg fertilization 

北島 智也（東京大学分子細胞生物学研究所染色体動
態研究分野）（2005年5月，神戸大学遺伝子実
験センター）：姉妹セントロメア間の接着を保護
する因子シュゴシン 

Mizutani, E. (Laboratory of Genomic Reprogramming, 

Center for Developmental Biology, RIKEN, Kobe) 
(2005 年 5 月，理化学研究所神戸研究所発生・
再生科学総合研究センター)：Generation of 
progeny from embryonic stem cells by 
microinsemination of male germ cells from chimeric 
mice 

Lee, J. (2005年7月，神戸大学遺伝子実験センター)：
Molecular mechanisms that govern homologous 
chromosome separation in mammals 

Nguyen, B.X. (Vietnamese Academy of Science and 
Technology)(2005年7月，神戸大学遺伝子実験
センター)：Embryo transfer, embryo production by 
in vitro fertilization and somatic nuclear transfer: 
Vietnamese perspectives 

Wakayama, S. (Laboratory of Genomic Reprogramming, 
Center for Developmental Biology, RIKEN, Kobe) 
(2005 年 7 月，神戸大学遺伝子実験センター)：
Normality of nuclear transfer embryonic stem cell 
lines derived 

Moniruzzaman, M. (2005年10月，理化学研究所神戸
研究所発生・再生科学総合研究センター)：
Growth of primordial oocytes from newborn and 
adult pigs xenografted into SCID mice 

Cummins, J.M. （Murdoch University, Australia）(2005
年 5 月，理化学研究所神戸研究所発生・再生科
学総合研究センター)：Evolution of mitochondria: 
the sperm's story 

Fulka, H. (Institute of Animal Production, Czech 
Republic) (2005年 11月，神戸大学遺伝子実験セ
ンター)：Remodeling of paternal chromatin in 
mammalian zygotes 

Ogushi, S. (2005年 11月，神戸大学遺伝子実験センタ
ー)：Maternal contribution of the nucleolus to the 
zygote 

  
研究助成金 
学術創成研究 宮野 隆 (分担)：哺乳類卵胞の選択 的死滅制御機構とその人為支配による潜在的卵



巣卵の利用 
21世紀COEプログラム 三宅正史，宮野 隆 (分
担)：蛋白質のシグナル伝達機能 

基盤研究 (C) (2) 原山 洋 (代表)：ブタ胚生産シス
テムの確立を目的とした精子受精能力発現の人
為的抑制法の開発 

伊藤記念財団研究助成金（一般研究調査）原山 洋

（代表）：精子リン酸化タンパク質の定量解析に
よる黒毛和種雄ウシの生殖能力簡易評価法 

伊藤記念財団研究助成金（一般研究調査）原山 洋
（代表）：黒毛和種雄ウシの生殖能力簡易評価法
の確立:精子CTC染色法の追加適用 

基盤研究(B) 宮野 隆(代表)：家畜卵巣内卵母細胞の
発育開始制御と体外発育法の開発 

  
学外研究機関との共同研究
Institute of Animal Production, Czech: Miyano, T.: 

Cellular and molecular determinants involved in the 
regulation of the acquisition of meiotic competence in 
mammalian oocytes. 

兵庫県立農林水産技術総合センター：原山 洋：黒
毛和種における雄性不妊診断法の開発 

 

  
国際協力
国際協力事業団：三宅正史：JICAバイオテクノロジ
ー研修コース「哺乳動物の配偶子と受精卵－特
徴と人為操作－」講師 

Invitation from School of Biotechnology, Institute of 
Agricultural Technology, Suranaree University of 
Technology, Nakhonrachasima, Thailand for the 

exchange of recent studies and education. 
国際協力機構平成17年度集団研修「家畜受精卵移植
技術コース」(講師)：宮野 隆 

The 2nd Asian Reproductive Biotechnology Conference, 
Bangkok, Thailand (Organizing Committee) ：   
三宅正史，宮野 隆

 
学会活動
日本畜産学会評議員：三宅正史 
哺乳動物卵子学会評議員：三宅正史 
日本不妊学会評議員：三宅正史 
日本胚移植研究会幹事：三宅正史 
A member of the local committee of 33rd Annual 

Conference of the International Embryo Transfer 
Society（第33回国際胚移植学会年次総会準備委
員会委員）：三宅正史 

日本繁殖生物学会理事：宮野 隆 
哺乳動物卵子学会理事：宮野 隆 
関西畜産学会評議員：宮野 隆 

日本畜産学会代議員：宮野 隆 
Theriogenology Reviewer：宮野 隆 
Reproductive Medicine & Biology 編集委員：宮野 隆 
Journal of Reproduction and Development編集委員：  
宮野 隆 

日本繁殖生物学会学術集会等検討委員：宮野 隆 
日本養豚学会評議員：原山 洋 
Original paper reviewer of three international journals 

(Biology of Reproduction, Molecular Reproduction 
and Development, Journal of Andrology)：原山 洋 

日本畜産学会第105回大会優秀発表賞：大串素雅子
 
 
動物多様性利用科学分野 
  本教室は野生動物等の系統保存や環境適応能力に関する研究を通じ、生態系の保全はもとより新しいバイオテ
クノロジーの創出を目的とし、下記２つの科学領域から構成される複合的応用科学分野です。 
「食」領域：ヒトを含めた種々の動物群とそれらを取巻く食環境との相互作用、特に前者の後者への多様な適応

能力について研究を進めています。動物の食環境への適応は食性に代表される行動的な方策のみならず、その食

性行動を可能にする動物の消化機能の構造的あるいは生理的な対応策に見ることがでます。このことをふまえ私

たちは生態学、解剖学、微生物学さらには免疫学・遺伝学をも含む複合学問分野からのアプローチをもって、農

業・医療領域や自然環境保護に有効利用されうる知見を産出しています。具体的には動物の多様なる食環境への

適応能力の発現に重要な役割を担う腸内共生細菌群（特にプロバイオティクス細菌）の検索・同定およびその生

理メカニズムの解明し、これら微生物の生理特性を遺伝子レベルまで究明することにより、新しいバイオテクノ

ロジーの創出に向けた遺伝資源の集積を行っています。他方、ヒトと食環境との相互作用における微生物の寄生

的な介在にも注目し、ヒトの健康に有害な細菌（特に食水系腸管感染症起因細菌）に関する研究を進めています。 
「保全繁殖」領域：地球規模での環境破壊により、現在、過去に類をみない速度で、多量の野生動物が絶滅の淵

に追い遣られており、これらの種の保存は、我々人類の急務であると私たちは考えています。そこで当領域では、

保全生物学的な観点から、野生動物に関する科学的な理解を深めるための教育と研究を行っています。具体的に



は、国内の動物園や水族館、野生動物保護センターなどと協同して、様々な希少動物の繁殖生理の解明と保全繁

殖技術（精子や卵子の保存と人工繁殖技術）の開発に関する研究などを展開中です。 
 
1. 公表学術論文 
著書 
Osawa, R. and Stackebrandt, E. (2004): The Genus 

Lonepinella. In Bergey's Manual of Systematic 
Bacteriology, 2nd ed., vol. 2. The Proteobacteria. (ed) 
G. M. Garrity, Springer-Verlag, New York, USA. pp. 
904-907. 

Osawa, R. and Stackebrandt, E. (in press): The genus 
Phascolarctobacterium. In Bergey's Manual of 
Systematic Bacteriology, 2nd ed., vol. 3. (ed) G. M. 
Garrity, Springer-Verlag, New York, USA. 

大澤 朗（2003）：獣医微生物学（第二版）、pp.7-9, 

pp.73-78、文永堂出版、東京 
田中 温，永吉 基，粟田松一郎，姫野憲雄，田中威
づみ，竹本洋一，鍬田恵里，赤星孝子，馬原千
春，楠 比呂志（2005）：未成熟造精細胞培養の
展望，進化していく体外受精Progress，鈴木秋悦 
編，pp.326-336，メジカルビュー社，東京 

楠 比呂志（印刷中）：動物園動物を材料とした保全
繁殖技術の開発，新編 精子学，毛利秀雄，星 元
紀 監修，森澤正昭，星 和彦，岡部 勝 編，東
京大学出版会，東京 

 
原著論文
Iguchi, A., Osawa, R., Kawano, J., Shimizu, A., Terajima, 

J. and Watanabe, H. [2003]: Effects of lysogeny of 
Shiga toxin 2-encoding bacteriophages on 
pulsed-field gel electrophoresis fragment pattern of 
Escherichia coli K-12. Curr. Microbiol. 46(3), pp. 
224-227 

Okazaki, N., Osawa, R., Suzuki, R., Nikkawa, T. and 
Whiley, R. A. [2003]: A novel observation of 
hot-cold-hot hemolysis exhibited by group B 
streptococci. J. Clin. Microbiol. 41 (2): pp. 877-879 

Sata, S., Fujisawa, T. Osawa, R., Iguchi, A., Yamai, S. and 
Shimada, T. [2003]: An improved enrichment broth 
for isolation of Escherichia coli O157, with specific 
reference to starved cells, from radish sprouts. Appl. 
Environ. Microbiol. 69(3), pp. 1858-1860 

Nishitani, Y. and Osawa, R. [2003]: A novel colorimetric 
method to quantify tannase activity of viable bacteria. 
J. Microbiol. Methods 54 (2), pp. 281-284 

Okura, M., Osawa, R., Iguchi, A., Arakawa, E., Terajima, 
J. and Watanabe, H. [2003]: Genotypic analyses of 
Vibrio parahaemolyticus and development of a 
pandemic group specific multiplex PCR assay. J. Clin. 
Microbiol. 41(10), pp. 4676-4682 

Nishitani, Y., Sasaki, E., Fujisawa, T., and Osawa, R. 
[2003]: Genotypic analyses of lactobacilli with a 
range of tannase activities isolated from human feces 
and fermented foods. System. Appl. Microbiol. 27(1), 
pp. 109-117 

Sasaki, E., Osawa, R., Nishitani, Y. and Whiley, R. A. 
[2003]: Development of diagnostic PCR for 
Streptococcus gallolyticus, targeting Mn-dependent 
superoxide dismutase Gene (SodA). J. Clin. 
Microbiol. 42(3), pp. 1360-1362 

Sasaki, E., Osawa, R., Nishitani, Y. and Whiley, R. A. 
(2004): ARDRA and RAPD Analyses of Human and 
Animal Isolates of Streptococcus gallolyticus. J. Vet. 
Med. Sci. 66(11), pp. 1467-1470.  

Okura, M., Osawa, R., Iguchi, A., Takagi, M., Arakawa, E., 

Terajima, J. and Watanabe, H. [2004]: PCR-based 
identification of pandemic group Vibrio 
parahaemolyticus with a novel group-specific primer 
pair. Microbiol. Immunol. 48(10), pp. 787-790 

Osawa, R. and E. Sasaki [2004]: Novel observations of 
genotypic and metabolic characteristics of three 
subspecies of Streptococcus gallolyticus. J. Clin. 
Microbiol. 42(10), pp. 4912-4913 

Sasaki, E., Shimada, T., Osawa, R., Nishitani, Y., Spring, S. 
and Lang, E [2005]: Isolation of tannin-degrading 
bacteria isolated from feces of the Japanese large 
wood mouse, Apodemus speciosus, feeding on tannin 
rich acorns. Systematic and Applied Microbiology 
28(4), pp. 358-365  

Okura, M., Osawa, R., Arakawa, E., Terajima, J. and H. 
Watanabe [2005]: Identification of pandemic group 
Vibrio parahaemolyticus specific DNA sequence by 
genomic subtraction. Journal of Clinical 
Microbiology 43(7), pp. 3533-3536 

Nishitani, Y. and Osawa, R. [2005]: Deceptive halo 
formation by tannase-defective bacteria on 
tannin-treated plate media. Microbes and 
Environments 20(2), pp. 117-119  

Tanaka, A., Nagayoshi, M., Awata,S., Mawatari, Y., 
Tanaka, I. and Kusunoki, H. [2003]: Completion of 
meiosis in human primary spermatocytes through in 
vitro coculture with Vero cells. Fertil. Steril. 79(3), 
pp.795-801 

Tanaka, A., Nagayoshi, M., Awata,S., Mawatari, Y., 
Tanaka, I. and Kusunoki, H. [2004]: Preimplantation 
diagnosis of repeated miscarriage due to 
chromosomal translocations using metaphase 
chromosomes of a blastomere biopsied from 4- to 
6-cell-stage embryos. Fertil. Steril. 81(1), pp.30-34 

Enomoto, T., Matsubayashi, K., Nakano, M., 
Fujii-Hanamoto, H. and Kusunoki, H. [2004]: 
Testicular histological examination of 
spermatogenetic activity in gorilla (Gorilla gorilla) in 



captivity. Am. J. Primatol. 63(4), pp.183-199 
楠 比呂志（2005）：希少動物の種の保存を目的とし
た保全繁殖技術，日本野生動物医学会誌. 10，
pp.1-12 

Kusunoki, H., Nishikaku, T., Nakagawa, D., Takida, T., 

Kurita, D., Uemichi, K., Ueda, K., Ooe, T., Okuda, K., 
Kusuda, S. and Doi, O. [2005]: Age-related changes 
in semen quality of captive bharal (Pseudois nayaur), 
Jpn. J. Zoo Wildl. Med. 10, pp.91-94 

 

その他の学術論文等 
大江智子，上田かおる，浜 夏樹，楠 比呂志（2003）：
インドホシガメからの電気射精による精液採取，
希少動物人工繁殖研究会研究報告集－十年の歩
み（1993~2002年）－，希少動物人工繁殖研究
会，pp.61-62. 

大池辰也，黒柳賢治，亀崎直樹，楠 比呂志（2003）：
ウミガメの取り組みについて，希少動物人工繁
殖研究会研究報告集－十年の歩み（1993~2002
年）－，希少動物人工繁殖研究会，pp.63-64. 

楠 比呂志（2003）：382 個体の死体などからの配偶
子の回収結果，希少動物人工繁殖研究会研究報
告集－十年の歩み（1993~2002年）－，希少動
物人工繁殖研究会，pp.129-150. 

楠 比呂志（2003）：ツシマヤマネコなどの国内種を
含む希少動物の死体などからの配偶子の回収に
関する基礎的研究，平成14年度環境試料タイム
カプセル化事業業務報告，独立行政法人国立環
境研究所，pp.52-66. 

楠 比呂志（2003）：ツシマヤマネコの死体からの配
偶子の回収と凍結保存の試み ，平成 14 年度ツ
シマヤマネコの人工繁殖に関する研究報告書，

財団法人自然環境研究センター，pp.2-12. 
楠 比呂志（2003）：死体からの配偶子の回収・保存
技術，平成14年度ツシマヤマネコ保護増殖関連
事業報告書（環境省 編），pp.76. 

楠 比呂志（2004）：ツシマヤマネコの死体からの配
偶子および遺伝子抽出用サンプルの回収と凍結
保存，平成15年度環境試料タイムカプセル化事
業業務報告，独立行政法人国立環境研究所，
pp.61-75. 

田中 温，永吉 基，粟田松一郎，田中威づみ，竹本
洋一，鍬田恵里，西田知穂，赤星孝子，楠 比呂
志（2004）：Blastocyst hatchingの臨床成績，産婦
人科の実際，53(4)，pp.603-607. 

楠田哲士，川上茂久，草村弘子，土井 守，楠 比呂
志（2005）：ゾウでの人工授精の成功に向けて，
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竹本洋一，田中 温，永吉 基，粟田松一郎，姫野憲
雄，田中威づみ，鍬田恵里，楠 比呂志，渡邉誠
二（2005）：ART（生殖補助医療）UP TO DATE 
着床前胚スクリーニングの必要性，産婦人科治
療，91(6)，pp.643-648. 

 
2. 学術講演 
大倉正稔、大澤 朗、荒川英二、寺嶋 淳、渡辺治
雄（2005.04）：ゲノムサブトラクション法による
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性生殖器官の観察，第13回希少動物人工繁殖研
究会議要旨集，pp.26（東京） 

榎本知郎，中野まゆみ，花本秀子，松林清明，楠 比
呂志（2005.07）：ヒトの精巣の組織学的特徴，第
21回日本霊長類学会大会講演要旨集，S-01（倉
敷） 

鍬田恵里，田中 温，永吉 基，粟田松一郎，姫野憲
雄，田中威づみ，竹本洋一，赤星孝子，馬原千
春，中野絵梨，楠 比呂志（2005.08）：桑実期胚

移植の有用性についての検討，第23回日本受精
着床学会学術講演会プログラム講演抄録集，
pp.113（大阪） 

馬原千春，田中 温，永吉 基，粟田松一郎，姫野憲
雄，田中威づみ，竹本洋一，鍬田恵里，赤星孝
子，楠  比呂志（ 2005.08）：精祖細胞
（Spermatogonia）の細胞学的特徴及び観察と培
養の試み，第23回日本受精着床学会学術講演会
プログラム講演抄録集，pp.119（大阪） 

鍬田恵里，田中 温，永吉 基，粟田松一郎，姫野憲
雄，田中威づみ，竹本洋一，渡邉誠二，楠 比呂
志（2005.08）：前固定による精子キナクリーンマ
スタード陽性率の改善，第23回日本受精着床学
会学術講演会プログラム講演抄録集，pp.122（大
阪） 

田中 温，永吉 基，粟田松一郎，姫野憲雄，田中威
づみ，竹本洋一，鍬田恵里，楠 比呂志（2005.08）：
核置換におけるミトコンドリアのヘテロプラス
ミー回避の為の検討，第23回日本受精着床学会
学術講演会プログラム講演抄録集，pp.168（大阪） 

田中 温，永吉 基，粟田松一郎，姫野憲雄，田中威
づみ，竹本洋一，鍬田恵里，楠 比呂志（2005.08）：
Low quality卵子の質向上の為の検討，第23回日
本受精着床学会学術講演会プログラム講演抄録
集，pp.172（大阪） 

楠田哲士，長神大忠，楠 比呂志，西角知也，中川大
輔，瀧田豊治，栗田大資，上道幸史，深井正輝，
久保田浩，上田かおる，大江智子，奥田和男，
上田佳代子，土井 守（2005.09）：バーラルの繁
殖季節および発情周期の解明と発情同期化法の
検討，第 11回日本野生動物医学会大会講演要旨
集，P-13（帯広） 

楠 比呂志，西角知也，中川大輔，瀧田豊治，栗田大
資，上道幸史, 深井正輝，久保田浩，上田かおる，
大江智子，奥田和男，楠田哲士，土井 守
（2005.09）：バーラルにおける人工授精の成功例
について，第 11回日本野生動物医学会大会講演
要旨集，P-19/O-11（帯広） 

三橋陽子, 楠 比呂志, 井上真紀, 柳井徳麿, 増井光
子（2005.09）：飼育下コウノトリ（Ciconia 
boyciana）の死亡所見：高齢個体２例，第 11回
日本野生動物医学会大会講演要旨集，P-34（帯
広） 

波多野幾也，楠 比呂志（2005.09）：オオタカ Accipiter 
gentiles の精液の凍結保存の試み，日本鳥学会
2005年度大会講演要旨集，B-1-11（松本） 

Somura, H., Yamamoto, Y., Ueda, M., Matsui, K., 
Matsumoto, R., Tamai, K., Koizumi, J., Kawanishi, 
T., Kawaguchi, Y., Morikaku, K., Kusunoki, H.
（2005.10）： Trial of Artificial Insemination (A.I.) 
for Pileated Gibbon (Hylobates pileatus), Proceedings 
of the 1st Scientific Meeting of the Asian Zoo and 
Wildlife Medicine 2005, O-1/P-30 (Bangkok, 
Thailand) 

永吉 基，田中 温，粟田松一郎，姫野憲雄，田中威
づみ，竹本洋一，鍬田恵里，赤星孝子，馬原千
春，楠 比呂志（2005.11）：ART成功の指標はど



うあるべきか－クオリティと EBM の両面から
－ARTの成功の指標に対する当院の考え方，第
50回日本不妊学会学術講演会プログラム講演抄
録集，pp.172-173（熊本） 

楠 比呂志，田中 温，永吉 基，粟田松一郎，姫野憲
雄，田中威づみ，竹本洋一，鍬田恵里，赤星孝
子，馬原千春（2005.11）：クライオトップを用い
た極少精子の凍結保存，第50回日本不妊学会学
術講演会プログラム講演抄録集，O-23（熊本） 

田中 温，永吉 基，粟田松一郎，姫野憲雄，田中威
づみ，竹本洋一，鍬田恵里，楠 比呂志（2005.11）：
ヒト体外成熟卵子（MII 期卵子）における核置
換の成績向上の為の工夫，第50回日本不妊学会
学術講演会プログラム講演抄録集，O-46（熊本） 

田中 温，永吉 基，粟田松一郎，姫野憲雄，田中威
づみ，竹本洋一，鍬田恵里，赤星孝子，馬原千
春，中野絵梨，羽太美保子，寺田香織，楠 比呂
志（2005.11）：後期精子細胞を用いた顕微授精の
臨床成績，第50回日本不妊学会学術講演会プロ
グラム講演抄録集，P-161（熊本） 

鍬田恵里，田中 温，永吉 基，粟田松一郎，姫野憲
雄，田中威づみ，竹本洋一，赤星孝子，馬原千
春，楠 比呂志（2005.11）：凍結４細胞期胚の融
解後の移植時期の検討，第50回日本不妊学会学
術講演会プログラム講演抄録集，P-231（熊本） 

鍬田恵里，田中 温，永吉 基，粟田松一郎，姫野憲

雄，田中威づみ，竹本洋一，赤星孝子，馬原千
春，楠 比呂志（2005.11）：桑実期から拡張期胚
盤胞までの胚におけるガラス化保存法と緩慢凍
結法の比較－第２報－，第50回日本不妊学会学
術講演会プログラム講演抄録集，P-232（熊本） 

馬原千春，田中 温，永吉 基，粟田松一郎，姫野憲
雄，田中威づみ，竹本洋一，鍬田恵里，赤星孝
子，楠  比呂志（ 2005.11）：精祖細胞
（Spermatogonia）の細胞学的特徴及び観察，第
50回日本不妊学会学術講演会プログラム講演抄
録集，P-267（熊本） 

田中威づみ，田中 温，永吉 基，粟田松一郎，姫野
憲雄，竹本洋一，鍬田恵里，楠 比呂志，渡邉誠
二（2005.11）：Ｙ精子の可視化の基礎的研究，第
50回日本不妊学会学術講演会プログラム講演抄
録集，P-271（熊本） 

笹野聡美，楠 比呂志，福岡敏夫，坂本英房，八木智
子，林 恒弘，橋崎文隆，熊岡悟史，浜 夏樹
（2005.11）：国内で飼育されていた雌雄ニシロー
ランドゴリラで認められた生殖巣異常，第14回
種保存会議並びに種保存委員会経過報告資料，
P-2-3（北九州） 

 
 
 

 
3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名 
修士（課程 平成17年3月） 
大倉正稔，新興型腸炎ビブリオに特異的な遺伝子配
列の検索 

佐々木英生，アカネズミ糞便から分離された新種の
タンナーゼ産生性乳酸菌の分類 

宮本光明，アンモニア資化性好塩細菌の分類 
 
4. その他の学術研究活動 
研究助成金 
奨学寄付金 大澤 朗：プロバイオティスの開発に資
する基盤研究助成（ユメックスバイオテック社） 

受託研究費 大澤 朗：食の安全に資する生物追跡可
能性科学の創成（神戸大学平成１７年度教育活
性化支援経費）  

文部科学省研究費補助金基盤研究（C）大澤 朗 (研

究分担者): アカネズミにおける堅果中のタンニ
ンに対する防御メカニズムの解明 

奨学寄付金 楠 比呂志：畜産公害を含む環境問題に
関する研究のため（株式会社アルコエコ） 

 

学外研究機関との共同研究
国立感染症研究所：大澤 朗：新興型腸炎ビブリオ

O3:K6 の分子疫学的研究および腸管出血性大腸
菌O157のゲノムの多様性に関する研究 

森林総合研究所：大澤 朗：アカネズミ糞便由来タン

ニン分解性細菌群に関する研究 
環境省：楠 比呂志：ツシマヤマネコ保護増殖事業 
神戸市建設局：楠 比呂志：動物園動物の繁殖及び飼
料等に係る学術研究 

 
学会活動
日本細菌学会教育委員会委員：大澤 朗 
日本野生動物医学会評議委員：楠 比呂志 
希少動物人工繁殖研究会幹事・事務局代表：楠 比呂

志 
社団法人日本実験動物協会高品質実験動物生産体制
確立推進事業企画検討会委員：楠 比呂志

 
 



動物機能調節学講座 
 
栄養生化学分野 
 本研究分野では、これまで、脳-腸ペプチドの中枢作用機構の解明に関する研究、並びに摂食
調節機能を有する食品由来成分の開発に関する研究を行なってきており、本年度の成果を要約す

ると次の通りである。１．主要な脳-腸ペプチドの一つであるグルカゴン様ペプチド-１（GLP-
１）の脳内投与に基づく鶏における拒食状態のモデル系を確立し、この系を用いて GLP-１によ
る摂食抑制作用に及ぼす飼料中のタンパク質源の違いによる影響について調べ、飼料中のタンパ

ク質源の違いに拘らず、全ての飼料区において GLP-１による摂食抑制作用を確認すると共に、
その効果はタンパク質源によって大きく異なることを推察した。２．鶏雛の摂食量と血中成分に

及ぼす種々の GLP-１断片の影響について調べ GLP-１(７-３６)アミドは鶏雛の摂食を抑制する
が、その断片はいずれも摂食量並びに血中成分の変化を引き起こさないことを明らかにすると共

に、鶏雛における GLP-１による摂食抑制機構について考察した。３．生理機能を有する牛肉由
来成分の検索の為の一環として、成長中の鶏の脂質代謝に及ぼす牛肉給与の影響について調べ、

牛肉成分摂取による腹腔内脂肪組織量、肝臓トリグリセリド含量、並びに血漿トリグリセリド濃

度の上昇をそれぞれ認めると共に、成長中の鶏の脂質代謝における牛肉の生理機能について考察

した．４．鳥類においても大豆タンパク質は哺乳類におけると同様の生理的効果を有すること、

鶏においては大豆タンパク質摂取によりグルカゴンと共に GLP-１の血中濃度が上昇する傾向が
認められること、鶏への GLP-１投与が大豆タンパク質摂取時の様々な生理的変動とほぼ同様の
現象、特に血漿グルカゴン/インスリン比の増加を引き起こす傾向にあることをそれぞれ明らか
にすると共に、GLP-１が大豆タンパク質摂取時の体脂肪蓄積抑制の誘導因子の一つである可能
性を推察した。 
 
1. 公表学術論文
原著論文
Hasegawa, S. Kamisoyama, H. and Honda, K. 

(2003) Nutritional biochemical studies on the 
influences of dietary protein types on lipid 
metabolism in avian species. Annals of 
Nutrition and Metabolism, 47, pp. 630 

Tachibana,T., Matsumoto, M., Furuse, M., 
Hasegawa, S., Yoshizawa, F. and Sugahara, 
K. (2003) Central, but not peripheral, 
glucagon-like pepetide-1 inhibits crop 
emptying in chicks. Comparative 
Biochemistry and Physiology, 134, pp. 
777-781. 

Tachibana, T., Hirofuji, K., Matsumoto, M., 
Furuse, M., Hasegawa, S., Yoshizawa, F. and 
Sugahara, K. (2004) The hypothalamus is 
involved in the anorexic effect of 

glucagon-like peptide-1 in chicks. 
Comparative Biochemistry and Physiology, 
137, pp. 183-188. 

Tachibana, T., Hiramatsu, K., Furuse, M., 
Hasegawa, S., Yoshizawa, F. and Sugahara,K. 
(2005) Distributions of proglucagon mRNA 
and GLP-1 in the brainstem of chicks. 
Comparative Biochemistry and Physiology, 
140, pp.203-207 

Zhou, W., Murakami, M., Hasegawa, S., 
Yoshizawa, F. and Sugahara,K. (2005) 
Neuropeptide Y content in the hypothalamic 
PVN responds to fasting and refeeding in the 
broiler chickens. Comparative Biochemistry 
and Physiology, 141, pp. 146-152 

 
その他の学術論文等  
Kamisoyama, H., Honda, K., Saneyasu, T., and 

Hasegawa, S. (2005) Development for 
functional meat with the ability to prevent 

arteriosclerosis. Final Reports for Research 
Grants for Meat Products, 23, pp243-246

 
2. 学術講演
本田和久、実安隆興、林玲子、熱田博之、植

村卓、上曽山博、長谷川信（2005）２品
種の鶏における視床下部ニューロペプチ

ド Yの発現量の比較，第 104回日本畜産
学会講演要旨集，pp 70 

 



 
3. 博士，修士号取得者の氏名および論文題名 
修士（平成 16 年 3 月） 
石原英子：新規の鶏用飼料素材・添加物に関
する基礎的研究 

實安隆興：２品種の鶏を用いたニューロペプ
チドＹの摂食調節機構に関する生理生化
学的研究 

戸田真未：鶏の脂質代謝に及ぼす大豆粕の影
響 

中原誠：鶏の成長に及ぼす二ギ酸カリウムの
影響 

林玲子：鶏における種々のペプチドホルモン
の中枢投与が摂食に及ぼす影響 

 
 

 
4. その他の学術研究活動 
研究助成金  
文部科学省研究費補助金基盤研究（A）「２系
統の家禽を用いた動物の食行動誘起機構
の解明」（2002~2004）研究代表者・長谷
川信 

文部科学省研究費補助金若手研究（B）「食品
素材『倹約遺伝子』発現制御による家禽
の体脂肪蓄積抑制法の開発」（2004~
2005）研究代表者・本田和久 

文部科学省研究費補助金基盤研究（A）「ブロ
イラーとレイヤーにおける脳機能の違い
の解明とそれを応用した飼養技術の導
入」（2005-2007）研究分担者・本田和久 

平成 1７年度伊藤記念財団助成 「動脈硬化
防止能を有する機能性食肉の開発」 

  上曽山博 

 
学外研究機関との共同研究  
日本農産工業、長谷川信：新飼料素材として
の植物性タンパク質の開発と新飼料添加
物としての有機酸の検索 

 

日清製油、長谷川信：各種大豆タンパク質の
ヒト血中コレステロール低下作用及び大
豆油糟の新規加工技術の開発に関する研
究 

 
学会活動 
日本家禽学会理事（平成 14年~） 長谷川信 
 
特許 
出願中特許：家禽用肉質改善剤、特願 2002- 
230968   

   

 
国際協力  
国際協力事業団、長谷川信：平成 14~17年度
アグロバイオテクノロジー研修コース 

 

「動物栄養とバイオテクノロジー；動物生産
へ」 

 
 
形態機能学分野 
  形態機能学分野では、主に消化管における非特異的生体防御機構の一端をなす腸上皮細胞の細胞周
期やアポトーシスと特異的生体防御機構との連関、また、常在細菌の定着メカニズムや、さらにはア

ポトーシスの過程で引き起こされる各種細胞の様々な生理機能発現に関する研究を推し進めている。

また、哺乳類の骨髄で行われる赤血球形成（赤血球造血）、特に脱核現象へのアポトーシスの関与メカ

ニズムおよび赤血球形成の調節機構について免疫組織化学的及び細胞学的に研究も遂行している。ま

た、性の決定・分化機構（雄、雌が決まる仕組み）における分子形態機能学的研究や性行動の制御を

司る脳のメカニズムとその雌雄差に関する研究も併せて行ってきており、哺乳動物における器官形成

とその制御機構に関する分子形態機能学的研究にも着手した。また、内分泌攪乱化学物質（環境ホル

モン）による次世代脳・生殖器系の分化に関する分子毒性遺伝学的研究を精力的に推進しており、さ

らにストレスによる大脳の神経生理学的影響の解析を主体とする組織学的および生理学的研究、なら

びに乳牛・犬・マウス・ヒトの歩様解析による定量的病態評価の研究を進めている。 



 本年の主要な研究成果は次の通りである。 
1. 公表学術論文 

著書 
北川 浩（2003）：第 4章 1．免疫系の発生と免
疫にかかわる組織，A. 系統発生，B. 個体発
生，C. 免疫系の組織，D. 免疫系の細胞，見
上 彪（監修），獣医微生物学第 2 版，pp. 

123-126，文永堂，東京 
北川 浩（2005）：第 4 章 血液及び骨髄，日本
獣医解剖学会（編），獣医組織学改訂第 3版，
学窓社，東京

 
原著論文

Kitagawa, H., Hosokawa, M., Takeuchi, T., 
Yokoyama, M., Imagawa, T. and Uehara, M. 
(2003): The cellular differentiation of M cells 
from crypt undifferentiated epithelial cells into 
microvillous epithelial cells in follicle- 
associated epithelia of chicken cecal tonsils, 
Journal of Veterinary Medical Science, 65, pp. 
171-178  

Yokoyama, T., Etoh, T., Kitagawa, H., Tsukahara, S. 
and KannanY. (2003): Migration of 
erythroblastic islands toward the sinusoid as 
erythroblastic maturation proceeds in rat bone 
marrow, Journal of Veterinary Medical Science, 
65, pp. 449-452 

Kitagawa, H., Yoshizawa, Y., Tokoyama, Y., 
Takeuchi, T., Talukder, M. J. R., Shimizu, H., 
Ando, K. and Harada, E. (2003): Persorption of 
bovine lactoferrin from the intestinal lumen into 
the systemic circulation via the portal vein and 
the mesenteric lymphatics in growing pigs, 
Journal of Veterinary Medical Science, 65, pp. 
567-572 

Imagawa, T., Kitagawa, H. and Uehara, M. (2003): 
Appearance of T cell subpopulations in chicken 
and embryo retina, Journal of Veterinary 
Medical Science, 65, pp. 23-28 

Kataoka, S., Yamada, H., Hoshi, N., Kudo, M., 
Hareyama, H., Sakuragi, N. and Fujimoto, S. 
(2003): Cytogenetic analysis of uterine 
leiomyoma: the size, histopathology and 
GnRHa-response in relation to chromosome 
karyotype, European Journal of Obstetrics & 
Gynecology and Reproductive Biology, 110, pp. 
58-62 

Sugawara, T., Shimizu, H., Hoshi, N., Nakajima, A. 
and Fujimoto, S. (2003): Steroidogenic acute 
regulatory protein-binding protein cloned by a 
yeast two-hybrid system, The Journal of 
Biological Chemistry, 278, pp. 42487-42494 

Hoshi, N. (2003): Maternal serum markers in 
pregnancies associated with fetal trisomy 21 of 
native Japanese women with or without fetal 
morphological abnormalities, The Hokkaido 
Journal of Medical Science, 78, pp. 139-145 

Kondo, T., Nishimura, J., Kitagawa, H., Umemura, S., 
Tachibana, K. and Toyosawa, K. (2003): 
Optimization of enhancement of therapeutic 

efficacy of ultrasound: Frequency-dependent 
effects on iodine formation from KI-starch 
solutions and ultrasound-induced killing of rat 
thymocytes, Journal of Medical Ultrasonics, 30, 
pp. 93-101 

Lee, J-H., Ku, S-K., Lee, H-S. and Kitagawa, H.  
(2003): An immunohistochemical study of 
endocrine cells in the pancreas of the red-bellied 
frog (Bombina orientalis), European Journal of 
Histochemistry, 47, pp. 165-172 

Tsukahara, S. and Yamanouchi, K. (2003): 
Distribution of glutamic acid decarboxylase, 
neurotensin, enkephalin, neuropeptide Y, and 
cholecystokinin neurons in the septo-preoptic 
region of male rats, Journal of Reproduction and 
Development, 49, pp. 67-77 

Tsukahara, S., Ezawa, N. and Yamanouchi, K. 
(2003): Neonatal estrogen decreases neural 
density of the septum-midbrain central gray 
connection underlying the lordosis-inhibiting 
system in female rats, Neuroendocrinology, 78, 
pp. 226-233 

Hoshi, N., Okuyama, K., Yamada, H., Yamada, T., 
Sugawara, T., Sagawa, T. and Fujimoto, S. 
(2004): Familial 15p tetrasomy due to extra 
supernumerary marker 15 chromosome 
associated with Robertsonian translocation 
between chromosomes 13 and 14, Chromosome 
Science, 7, pp. 7-13 

Takeuchi, T., Kitagawa, H. and Harada, M. (2004): 
Evidence of lactoferrin transportation into blood 
circulation from intestine via lymphatic pathway 
in adult rats, Experimental Physiology, 89, pp. 
263-270 

Honda, H., Kondo, T., Zhao, Q-L., Feril, L. B. Jr. and 
Kitagawa, H. (2004):  Role of intracellular 
calcium ions and reactive oxygen species in 
apoptosis induced by ultrasound, Ultrasound 
Medical and Biology, 30, pp. 683-692 

Maekawa, F., Tsukahara, S., Tanaka, K. and 
Ohki-Hamazaki, H. (2004): Distributions of two 
chicken bombesin receptors, bombesin receptor 
subtype-3.5 (chBRS-3.5) and gastrin-releasing 
peptide receptor (chGRP-R) mRNA’s in chicken 
telencephalon, Neuroscience, 125, pp. 569-582 

Tsukahara, S., Inami, K., Maekawa, F., Kakeyama, 
M., Yokoyama, T., Yuji, M., Kitagawa, H., 



Kannan, Y. and Yamanouchi, K (2004): 
Postnatal apoptosis, development and sex 
difference in the lateral septum of rats, Journal of 
Comparative Neurology. 475, pp. 177-187 

Tsukahara, S., Tanaka, S., Ishida, K., Hoshi, N. and 
Kitagawa, H. (2005): Age-related change and its 
sex differences in histoarchitecture of the 
hypothalamic suprachiasmatic nucleus of F344/N 
rats, Experimental Gerontology, 40, pp. 147-155  

Kitai, S., Shimizu, A., Kawano, J., Sato, E., Nakano, 
E., Uji, T. and Kitagawa, H. (2005): 
Characterization of methicillin-resistant 
Staphylococcus aureus isolated from retail raw 
chicken meat in Japan, Journal of Veterinary 
Medical Science, 67, pp. 107-110  

Kitai, S., Shimizu, A., Kawano, J., Sato, E., Nakano, 
C., Kitagawa, H., Fujio, K., Matsumura, K., 
Yasuda, R. and Inamoto, T. (2005): Prevalence 
and characterization of Staphylococcus aureus 
and enterotoxigenic Staphylococcus aureus in 
retail raw chicken meat throughout Japan.  
Journal of Veterinary Medical Science, 67, pp. 
269-274 

 
嵐泰弘，宮崎明彦，平井武久，畠中みどり，大山
一郎，松岡健，坂本志磨子，千田廉（2005）： 
乳牛の蹄病治療におけるヒールレスメソッ
ドの応用 家畜診療，52, pp. 203-211 

Chin, K., Onishi, S., Yuji, M., Inamoto, T., Qi, 
W.-M., Warita, K., Yokoyama, T., Hoshi, N. and 
Kitagawa, H. (2006). Cellular differentiation to 
M cells in response to bacterial colonization on 
the follicle-associated epithelium of Peyer's 
patch in rat small intestine. Journal of Veterinary 
Medical Science (accepted) 

Sugawara, T., Nomura, E., Hoshi, N. (2006): Both 
N-terminal and C-terminal regions of steroid 
sulphatase are important for enzyme activity.  
Journal of Endocrinology (accepted)  

Warita, K., Okamoto, K., Sugawara, T., Yue, Z.-P., 
Tsukahara, S., Ishihara, K., Kitagawa, H., Mori, 
C. and Hoshi, N. (2006): Evaluation of 
dose-response effects on offspring of the male 
mouse exposed to diethylstilbestrol as endocrine 
disrupting chemicals. Reproduction of 
Toxicology (accepted) 

 
その他の学術論文等
Hoshi, N., Handa, Y., Nishi, S., Yamada, H., Kishida, 

T., Sagawa, T. Sakuragi, N. and Fujimoto, S. 
(2006): Molecular cytogenetic aspects of sex 
differentiation anomalies in the field of obstetrics 

and gynecology, In: Singh, J.R. and Gandhi, G. 
(Eds.). Perspectives in Human Genetics, India (in 
press) 

 
2. 学術講演 
学会講演  
坂本志磨子，嵐 泰弘，畠中みどり，松岡 健，
千田 廉，星 信彦（2005）：3次元加速度セ
ンサーによる乳牛歩様解析，第 104回日本畜
産学会学術集会（東京） 

坂本志磨子，嵐 泰弘，畠中みどり，松岡 健，
函城悦司，生田健太郎，三隅隆也，白鳥典彦，
古本 彰，星 信彦，千田 廉（2005）：人
工的に蹄バランスを変えた乳牛の歩様解析，
第 139 回日本獣医学会学術集会講演要旨集
（埼玉），p. 182． 

割田克彦，岡本一剛，石原可奈，菅原照夫，千田 
廉，北川 浩，星 信彦：胎子期・新生子期
DES 曝露における成熟雄マウスの用量－影
響評価．第 8回環境ホルモン学会学術集会講
演要旨集（名古屋），p. 259． 

畠中みどり，千田 廉，嵐 泰弘，平井武久，川
上  徹，大山一郎，松岡  健，星  信彦
（2005）：加速度センサーを使用した乳牛の
歩様評価の試み．NOSAI近畿・東海ブロック
臨床研究会（大阪），10月 16日． 

内海やよい，湯地みどり，大西佐知子，陳 慶義，
稲元哲朗，斉 旺梅，割田克彦，星 信彦，
北川 浩（2005）：ブタのアポクリン汗腺に
おける離出分泌へのアポトーシスの関与お

よび細胞動態，第 140回日本獣医学会学術集
会講演要旨集（鹿児島），p. 56． 

稲元哲朗，陳 慶義，大西佐知子，斉 旺梅，湯
地みどり，割田克彦，星 信彦，北川 浩
（2005）：ラットパイエル板濾胞被蓋上皮へ
の常在細菌の定着に対する防御応答に関す
る超微形態学的研究，第 140回日本獣医学会
学術集会講演要旨集（鹿児島），p. 58 

湯地みどり，大西佐知子，陳 慶義，稲元 哲朗，
斉 旺梅，割田克彦，星 信彦，北川 浩
（2005）：ラット小腸絨毛円柱上皮細胞にお
ける粒子状物の取り込みへの Fc レセプター
の関与，第 140回日本獣医学会学術集会講演
要旨集（鹿児島），p. 58 

高木道浩，生田健太郎，畠中みどり，朝倉三重子，
松岡健，山口悦司，函城悦司，千田廉（2005）：
ステビア抽出発酵液投与における慢性乳房
炎および高体細胞乳牛の改善，第 140回日本
獣医学会学術集会講演要旨集（鹿児島），p. 
167 

Kagawa, S., Chida, Y., Kimura, A., Maeda, M., 
Yoneda, T., Hoshi, N., Okada, Y. (2005): 
Interrelationship between acceleration and 
walking cycle of human gait obtained with a 



simultaneously recording, 4th World 
Confederation for Physical Therapy-Asia 
Western Pacific Region & 9th Asia 
Confederation for Physical Therapy Congress 
2005, (Korea), Proceedings, pp. 218-219 

湯地みどり，大西佐知子，陳 慶義，稲元哲朗，
斉  旺梅，割田克彦，星  信彦，北川浩
（2005）：小腸腸絨毛からの粒子状物のパー
ソープションの仕組みについて，第 81 回日
本解剖学会近畿支部学術集会（京都）（11 月
26日） 

稲元哲朗，陳 慶義，大西佐知子，斉 旺梅，湯
地みどり，割田克彦，星 信彦，北川 浩
（2005）：常在細菌の定着に対するパイエル
板濾胞被蓋上皮の応答について，第 81 回日
本解剖学会近畿支部学術集会（京都）（11 月
26日） 

香川真二，千田 廉，木村愛子，前田真依子，米
田稔彦，星 信彦，岡田安弘（2006）：三次
元加速度変量の可視化による変形性股関節
症の定量的歩様解析，PT学会（群馬），2月 

 
 
その他の学術論文等
千田 廉，高木道治，生田健一郎，凾城悦司
（2005）：ステビア投与による「食の安全」を
意識した乳牛体細胞数抑制への試み，
Dairyman，55, pp. 98-99 

 

千田 廉 乳牛の歩様と「食の安全」(2005) 酪
農総合研究所広報「酪総研」技術経営情報 No.1, 
http://www.snowbrand.co.jp/rakusoken/info/001.
htmlにて公開 

特別・教育講演等
星 信彦（2006）：実験動物と獣医系学生の心理
－代替法教育を考える－，北海道大学大学院 GP

講義：2006年 1月 25日（札幌） 
 

 
3. 博士，修士号取得者の氏名および論文題名 
修士（2006年 3月） 
福井良明：「ラットの小腸上皮による大型粒子状
物のパーソープションの仕組みに関する研
究」（北川 浩 指導） 

山本健吉：ラットの消化管全長における常在細菌
の定着と粘膜リンパ小節並びに糖鎖発現と
の関係（北川 浩 指導） 

斉 旺梅：ラット小腸の腸絨毛における上皮細胞
の細胞動態に関する研究（北川 浩 指導） 

井波広一：ラット脳における性腺刺激ホルモン放
出ホルモン分泌制御の性差に関する形態学
的研究（星 信彦 指導） 

石田晃三：F344/N 系ラット視床下部における加
齢変化およびそれに伴う性差に関する形態
学的研究（星 信彦 指導） 

 

 
４．その他の学術研究活動 
研究助成金  
基盤研究 (C)(2) 北川 浩（代表）：消化管におけ
る常在細菌の定着機構に関する研究 

基盤研究 (B)(2) 星 信彦（代表）：性分化関連遺
伝子群の発現とその相互調節機構の解明 

特定領域研究 星 信彦（代表）：性分化異常症に

おける性の決定・分化の分子細胞遺伝機構の
解明 

基盤研究（萌芽）星 信彦（分担）：インヒビン
レセプターの同定とシグナル伝達に関する
研究 

 
学外研究機関との共同研究  
酪農学園大学獣医学部獣医毒性学教室：北川 
浩：鳥の鉛中毒における血液及び骨髄の病理
学的研究 

鳥取大学農学部獣医学科家畜生理学教室：北川 
浩：ラクトフェリンの腸管からの吸収経路に
関する研究 

富山大学医学部放射線基礎医学教室：北川 浩：
超音波照射による細胞へのアポトーシス誘
導とその機構の解明に関する研究 

北海道大学大学院医学研究科生体機能学専攻・分
子生化学講座：星 信彦：ステロイドホルモ
ン産生の調節機構に関する研究 

富山大学生命科学先端研究センターゲノム機能
解析分野：星 信彦：マウス精巣由来セルト

リ細胞及びライディッヒ細胞モデルを用い
た内分泌攪乱化学物質の内分泌学的及び分
子毒性学的解析 

国立長寿医療研究センター共同利用室：星 信
彦：脳に対する加齢影響に関する研究 

九州大学・九州電力：千田 廉：病院内リスクマ
ネージメントに応用できるヒト行動解析に
関する研究 

兵庫県立総合リハビリテーション病院：千田 
廉：3 次元加速度計を用いた歩行評価の臨床
的有用性に関する研究 

（株）テクノスジャパン，兵庫県立淡路農業技術
センター：千田 廉：乳牛発情および分娩時
の特異行動の検出に関する研究 



兵庫県立淡路農業技術センター，NOSAI 兵庫家
畜部：千田 廉：乳牛跛行の客観的スコア化
に関する研究 

兵庫県立こども病院，（株）明興産業，（株）医薬

電子科学研究所：千田 廉：乳幼児突然死症
候群に関連する呼吸運動の生理学的変化に
関する研究 

 
 
賞 
2004 年度家畜診療等技術全国研究集会 農林水
産大臣賞受賞（2005年 4月），千田 廉 

第 6 回バイオビジネスコンペ JAPAN 奨励賞受
賞（2005年 11月），千田 廉 

 
その他 
プレベンチャー企業：有限会社バイセン：「牛跛
行解析・診断支援システム」および「ヒト歩

行解析・評価システム」の研究開発：千田 廉 

 
国内特許  
診断システム：千田 廉：特願 2005-317524  
 
国際協力  
国際協力事業団；北川 浩：JICA アグロバイオ テクノロジーコース（講義・個別研修指導） 
 
学会活動

日本獣医学会評議員：星 信彦 
日本染色体学会理事：星 信彦 
日本解剖学会評議員：北川 浩 
日本獣医学会評議員：北川 浩 

日本獣医解剖学会理事：北川 浩 
北海道出生前診断研究会幹事：星 信彦 
関西出生前診療研究会幹事：星 信彦

 
 
感染症制御学分野 
 感染症制御学分野では、「ブドウ球菌の分子生態疫学」、「メチシリン耐性ブドウ球菌の疫学と耐性遺伝子の伝

達」、「マレック病およびウシ白血病ウイルスの感染および腫瘍化におけるアポトーシス関連遺伝子の役割」、「細

菌由来染色体 DNA による免疫応答」についての研究を継続するとともに、あらたに厚生労働省研究助成のもと
「畜水産食品の黄色ブドウ球菌検出法」に関する研究を行った。本年度の主要な成果は以下のとおりである。 
 
1. 公表学術論文 

原著論文
新井孝典、岡田秀平、清水 晃(2004)：食鳥処理場に
おける Staphylococcus aureus の汚染状況と分離
株の性状、日獣会誌、57(7), pp.460-464 

Sasaki, A., Shimizu, A., Kawano, J., Wakita, Y., Hayashi, 
T. and Ootsuki, S. (2005): Characteristics of 
Staphylococcus intermedius isolates from diseased 
and healthy dogs.J. Vet. Med. Sci., 67(1), pp.103-106. 

Kitai, S., Shimizu, A., Kawano, J., Sato, E., Nakano, C., 
Uji, T. and Kitagawa, H. (2005): Characterization of 
methicillin-resistant Staphylococcus aureus isolated 
from retail raw chicken meat in Japan.  J. Vet. Med. 
Sci., 67(1), pp.107-110. 

Yamashita, K., Shimizu, A., Kawano, J., Uchida, E., 
Haruna, A. and Igimi, S. (2005): Isolation and 
characterization of staphylococci from external 
auditory meatus of dogs with or without otitis externa 
with special reference to Staphylococcus schleiferi 
subsp. coagulans isolates. J. Vet. Med. Sci., 67(3), 
pp.263-268. 

Kitai, S., Shimizu, A., Kawano, J., Sato, E., Nakano, C., 
Kitagawa, H., Fujio, K., (2005): Prevalence and 
characterization of Staphylococcus aureus and 
enterotoxigenic Staphylococcus aureus in retail raw 
chicken meat throughout Japan. J. Vet. Med. Sci., 
67(3), pp.269-274 

Yamada, M., Nakamura, K., Saido-Sakanaka, H., Asaoka, 
A., Yamakawa, M., Yamamoto, Y., Koyama, Y., 
Hikosaka, K., Shimizu, A., Hirota, Y.(2005): 
Therapeutic effect of modified oligopeptides from the 
beetle Allomyrina dichotoma on methicillin-resistant   
Staphylococcus aureus (MRSA) infection in mice. J. 
Vet. Med. Sci., 67(10), pp.1005-1011. 

Chang, K.S., Ohashi, K., Lee, S.I., Takagi, M., Onuma, M. 
(2005): Detection of the meq genein the T cell subsets 
from chickens infected with Marek’s disease virus 
serotype 1. Jpn. J. Vet. Res., 53(1-2), pp.3-11. 

 



 
2. 学術講演
山田 学、中村菊保、西堂（坂中）寿子、朝岡 愛、
山川 実、山本 佑、小山ゆかり、彦坂健児、
清水 晃、廣田好和 (2005): カブトムシの抗微
生物蛋白質由来改変ペプチドの静脈内投与によ
るマウスのMRSA感染症制御に及ぼす効果、第
140回日本獣医学会学術集会講演要旨集、p.71 

半澤希恵、植田真美、河野潤一、清水 晃 (2005): 
LAMP 法によるメチシリン耐性ブドウ球菌
MRSAの耐性遺伝子 mecAの検出、第 140回日
本獣医学会学術集会講演要旨集、p.117 

中野千紗、清水 晃、河野潤一、北川 浩、松村浩
介、藤尾公輔、北井 智 (2005): 人・家畜・家

禽の鼻腔におけるエンテロトキシン（SE）産生
黄色ブドウ球菌及びMRSAの保菌状況と分離株
の性状解析、第 140 回日本獣医学会学術集会講
演要旨集、p.141 

高木道浩、生田健太郎、畠中みどり、朝倉三恵子、
松岡 健、山口悦司、函城悦司、千田 廉(2005):
ステビア抽質発酵液投与における慢性乳房炎及
び高体細胞乳牛の改善、第 140 回日本獣医学会
学術集会講演要旨集、p.167 

高木道浩(2005):ステビア抽出発酵液投与における慢
性乳房炎乳牛の改善、第 35 回日本免疫学会総
会・学術集会、p78

 
3. 博士，修士号取得者の氏名および論文題名 
博士（平成17年9月） 
北井 智：市販食肉、動物及びヒトにおける黄色ブ
ドウ球菌調査と分離株の表現型・遺伝子型性状 

 
 
 

修士（平成17年3月） 
福原大輔：メチシリン耐性 Staphylococcus sciuri 
における耐性遺伝子の菌体外放出 

中川友博：抗ロタウイルス VP４マウス抗体遺伝子
の発現とその性状

４．その他の学術研究活動

研究助成金 
厚生労働科学研究費補助金 清水 晃: 畜水産食
品の微生物等の試験方法に関する研究（分担） 

 

  
国際協力 
国際協力機構：清水 晃: 平成16年度 モンゴル食
品分析技術コ一スに係る研修（平成 2 月から４
月） 

国際協力機構：清水 晃: 平成17年度 モンゴル食
品分析技術コ一スに係る研修（平成 4 月から 6
月） 

 

 
国際協力事業団：河野潤一：平成17年度アグロバイ
オテクノロジー研修コース「動物のブドウ球菌
とその感染症」講師 

 
 
 

特許 
国内特許：高木道浩:特願2005-142155  
ステビア発酵液の投与方法 
 
 


